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医療介護分野では、少子高齢化の進展によって、介護施設における医療需要の増加が見込まれている。
老健施設は、所定疾患施設療養費をほとんどの施設で算定しており、看取りの機能も有する。短期入所療
養介護の総合医学管理加算によるいわゆる医療ショートへの対応も期待されている。
老健施設の医療機能の活用や医療介護連携の推進によって、介護や医療提供体制の持続可能性につ

ながるのではないか。その可能性を探るべく、老健施設「ゆとりろ」の皆さんに、地域の医療介護連携ネット
ワークなどについてご紹介いただく。また医療現場で導入が進む早期警告スコアを活用した医療機能強
化に取り組む老健施設「ひむか苑」を取材した。

老健施設の
医療機能を活用した
医療介護連携の可能性

オンラインのネットワークと
共通のサマリーで
リアルタイムで
正確な情報共有を実現
介護老人保健施設ゆとりろ（北海道）

医療で導入が進む
早期警告スコアを活用
医療介護連携を推進
介護老人保健施設ひむか苑（宮崎県）
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